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１学期を終えて

校長　西田　良児

7月に入り、関東地方では連日猛暑日が記録され、熱中症警戒アラートも発令される中、子供たちは、太陽のまぶしさとまとわりつくような暑さを味わいながら元気に登校してきました。今後も高温状態が続くと予想されており、地球温暖化の影響を感じずにはいられません。夏季休業中も適切にエアコンを使用したり、水分補給をしたりするなど、くれぐれも熱中症にはお気を付けください。
令和6年度は、４月８日の始業式で幕を開け、入学式では９１名の新入生を迎えて３７６名の児童・生徒が在籍する中でスタートいたしました。コロナ禍以前と同様の教育活動が本格的に展開されるようになり、５月以降Ⅰ部門小学部・中学部での宿泊行事をはじめ、多くの学年で校外学習等を実施しました。今月5日には、両部門の高等部1年生を対象とした防災宿泊訓練を実施、防災に対する意識を高める学習も行いました。また、高等部３年生は現場実習を行い、それぞれの進路先について考える取組も着実に進めています。さらには、生徒会活動や部活動、そして何より毎日の授業の積み重ね、友達や教員との関わりの中で、児童・生徒の皆さんも少しずつですが着実に力を付けてきました。本日お配りした、「一学期のあゆみ」は、この１学期間の成果です。お子様の頑張りを認めてあげるとともにこれからの課題も一緒に確認いただければと思います。　
ところで私が、本校に赴任して３か月がたちましたが、日々新しい発見や気付きがありました。登下校時、スクールバスに乗っている皆さんに窓越しに手を振ると、気が付いて手を振ってくれる方がたくさんいます。下校時、校門でⅡ部門高等部の生徒の皆さんに「さようなら」と挨拶をすると、それぞれのやり方で挨拶をしてくれ、こちらの気持ちが伝わったと嬉しく感じます。そうした日々の何気ない習慣は、それぞれの思いや気持ちを相手に伝えることの大切さに改めて気付かせてくれました。ぜひ、夏季休業中も、できるだけ家の外に目を向け、周囲の方たちに気持ちや思いを伝えるふれあいを意識して過ごしてください。そうした積み重ねは、子供たちを中心としたコミュニティの充実にもつながり、さらには豊かなコミュニケーション力の育成の礎となり、やがて「社会への確かな自立」へとつながっていくものだと思っております。
[bookmark: _GoBack]保護者の皆様には、今学期の教育活動に御理解・御協力をいただき、ありがとうございました。２学期以降の教育活動がより一層充実するよう引き続きよろしくお願いいたします。9月には、子供たちから、夏休みならではの楽しい思い出についてたくさん伝えてもらえることを楽しみにしています。暑い夏、健康にご留意いただき、笑顔でお過ごしください。
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